
〒503-0923 岐阜県大垣市船町2丁目26番地1　TEL 0584-84-8430
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大垣市奥の細道むすびの地記念館

みんなで築こう 人権の世紀
～考えよう 相手の気持ち 未来へつなげよう違いを認め合う心～
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10月3日（土）～11月15日（日）

芭蕉と門人②  ～江戸の蕉門俳人たち～第30回

企画展
7月18日（土）～8月30日（日）

博士のまち・大垣⑤  ～地質学の普及に努めた理学博士　脇水鉄五郎～第29回

企画展

受講料無料

蕉門の「かるみ」
～弟子たちの見た晩年の芭蕉～

4/19（日）14：00～15：30

講 師：金子 はな 氏　

　　　　　　　　 　　（東洋大学非常勤講師）

定員80名

企画展関連講座
〈記念館 多目的室1〉

3/29（日）・4/12（日）・4/26（日）

　　　　　5/3（日）・5/10（日）

いずれも 11：00～と14：00～　各３０分程度

参加費無料
（ただし、入館料は必要）

事前申込み不要

〈 企 画 展 示 室 〉

ギャラリートーク
（学芸員による企画展示解説）

ところ 大垣市奥の細道むすびの地記念館

１階　企画展示室

令和
2年 283 ～ 105土 日

開館時間 9：00～17：00

要 事 前 申 込 み
 3 月2 日（ 月 ）～

今 後 の 企 画 展今 後 の 企 画 展



名 前

住 所

電話・FAX番号 電話

※申込書の個人情報は、適切に管理し、本事業以外の目的には一切使用しません。
　申込み受付の確認については連絡しません。当日、会場にお越しください。

FAX

蕉門の「かるみ」 ～弟子たちの見た晩年の芭蕉～　
奥の細道むすびの地記念館 企画展関連講座

FAX
0584-81-0715

企画展関連講 座

日 程

テ ー マ

講 師

場 所

定 員

受 講 料

申込み方法

問い合わせ先

申込用紙に必要事項を記入して、文化振興課へ郵送・持参・FAXまたは
奥の細道むすびの地記念館ホームページ（http://www.basho-ogaki.jp/）より
〒503-8601 岐阜県大垣市丸の内2-29 大垣市教育委員会 文化振興課
TEL 0584-47-8067(直通)　FAX 0584-81-0715

奥の細道むすびの地記念館 多目的室1

80名

無 料

金子　はな 氏 （東洋大学非常勤講師）

蕉門の「かるみ」 ～弟子たちの見た晩年の芭蕉～

4月19日（日）　14：00～15：30

展示品

・元禄3年5月9日付（推定）又七（乙州）宛芭蕉書簡（当館蔵）

・元禄3年8月初旬頃去来宛芭蕉書簡（個人蔵）

・元禄3年9月28日付正秀宛芭蕉書簡等貼交屏風（個人蔵 大津市歴史博物館寄託）

・元禄5年2月18日付曲水宛芭蕉書簡（個人蔵）

・芭蕉筆「行はるや」句文懐紙（個人蔵）

・芭蕉筆「年々や」等二句懐紙（個人蔵）

・芭蕉筆「ほうらいに」等二句自画賛（愛知県美術館蔵 木村定三コレクション）

・中村物赤自画賛 芭蕉「幻住庵記」（大津市歴史博物館蔵）

・江戸長崎道中図（草津市蔵 うばがもちやコレクション）   　ほか
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中村物赤自画賛 芭蕉「幻住庵記」（大津市歴史博物館蔵）

※詳細は奥の細道むすびの地記念館ホームページ等でお知らせします。

芭蕉筆「行はるや」句文懐紙（個人蔵）


